
令和２年度 大学院情報学研究科 

知能システム（A1・A2・B1・B2） 
開講通知 （秋１期分） 

 

下記の通り，オムニバス形式で開講する．履修方法の詳細については第 16 回講義の

冒頭で説明する．一部に日時が変則的な回があるので，注意すること．なお 10 月 21
日には講義を実施しない．また，昨年度いずれかのクォータに受講した場合には，同

一内容の講義を重複して受講しないこと． 
 

 

第 17回 10 月 14 日（水）  オンデマンド型 

画像・映像符号化の基本原理 福嶋 慶繁 

（名古屋工業大学 工学研究科・准教授） 
現在，Web 上を流れる情報のほとんどが映像，画像データで占められ，また，自動運転，機械学習，

監視等といったアプリケーションにおける映像データの要求も高まっている．そのため，効率的な画

像・映像データの圧縮は必要不可欠である．本講義では，JPEG 等の画像符号化と，MPEG，

A.264/AVC，H.265/HEVC といった動画像符号化の概略を説明し，画像・映像データの効率的な記

憶・配信を可能にすることを目的とする． 
 

第 18回 10 月 28 日（水） 13:00～14:30 同時双方向型＋録画 
日常生活コンピューティング 椎尾 一郎 

（お茶の水女子大学 理学部・教授） 
計算期技術の普遍化にともない，人々の日常生活に密着した計算機利用形態が一般的になりつつ

ある．日常生活を支えるコンピュータは，従来のオフィス利用コンピュータ以上に，ユーザインタフェ

ースや設定・管理・維持が直感的で容易である必要がある．そこで，画面の中で GUI によりインタラク

ションしていた計算機から、携帯型計算機、ウェアラブル計算機、環境組み込み計算機、日用品とし

ての計算機などの利用形体が提案されている．日用品として日常生活を支えるコンピュータに求めら

れるユーザビリティと応用分野を，講師の研究例を元に紹介する． 
 

第 16回 10 月 7 日（水） 13:00～14:30 同時双方向型＋録画 
センサ行動認識技術と 

看護・介護現場へのデータマイニング応用 

井上 創造 
（九州工業大学 生命体工学研究科・教授） 

本講義では，スマートフォンをはじめとするモバイル型センサを用いた行動認識技術および，看護分

野や介護分野への応用の展望を紹介する．複雑で長時間の行動について実用的な行動認識は，

データセット収集の難しさもあり，まだまだ課題が多い．この課題に対していくつかの解決策を紹介

し，病院内の医療データと組み合わせて看護業務量や患者の予後を予測する試みや，介護施設に

おいて 4 ヶ月間センシングして行動認識を試みた結果についても紹介する． 

第 19回 11 月 4 日（水） 13:00～14:30 オンデマンド型＋質疑応答 

画像を見る技術とその応用例 

―官能検査による人の感覚量の定量評価― 
道満 恵介 
（中京大学 工学部・准教授） 

人が画像を見た際にどのように感じるかという，人の感覚量を定量化する技術について概説する．ま

た，機械学習を用いて画像特徴から人の感覚量を予測する技術について，応用例を交えながら解

説する． 



 

 

第 21回 11 月 11 日（水） 16:30～18:00 オンデマンド型＋質疑応答 

視覚的注意・視行動分析の情報学的研究

の動向 

平山 高嗣 （名古屋大学 未来社会創造

機構・特任准教授） 

視線分析に関する近年の技術進展と長年の心理物理学知見の蓄積により，視線計測を応用したイ

ンタフェース設計への関心が高まっている．心の窓と言われるように，目から人間の内部状態にアク

セスすることができるが，多次元変数によって記述されると考えられる内部状態とそれに比べれば低

次元情報を持つ視線との関係を一意に定めることは困難である．その関係を解きほぐす鍵はコンテク

ストであり，外環境と視線それぞれのダイナミクスの関係が重要になる．そこで，環境を理解し，記述

する技術を基盤として，外環境からの視覚的な働きかけに対する人間の反応に基づいて内部状態を

推定する Mind Probing を提案している．本講義では，そのコンセプトに沿って分析，設計してきた人

間の内部状態を顕在化する視覚的インタラクションを中心に，視覚的注意および視行動分析の基礎

から最新の研究動向までを解説する． 
 

 

 

 

 

 

 

第 20回 11 月 11 日（水） 13:00～14:30 同時双方向型＋録画 
ソーシャルメディアからの地域情報の獲得

と画像認識・生成への活用 

新田 直子 

（大阪大学 工学研究科・准教授） 

近年、大量の事例画像を用いた深層学習により画像認識・生成技術の性能が向上している．これら

の事例画像の収集方法として不特定多数のユーザからテキストや画像など様々なメディアで情報が

投稿されるソーシャルメディアの活用が挙げられる．この場合，学習対象に対して十分な量の事例画

像が収集できない，不適切な事例画像が混入する，といった問題が生じる．本講義では特に，ソーシ

ャルメディアに投稿された位置情報付き投稿から，各地で観測された地域情報を獲得し，上記の問

題を考慮した上で，画像認識・生成に活用する手法について紹介する． 

第 22回 11 月 18 日（水） 13:00～14:30 オンデマンド型＋質疑応答 
AI の幻滅期を乗り越える ―運用環境での頑

健な推論のためのドメイン適応技術― 
橋本 敦史 （オムロンサイニックエックス

（株）・Senior Researcher） 
深層学習が大きな話題となった 2012 年以降，機械学習技術に基づいた様々なサービスが生まれ

た．研究・開発競争が激化し，その期待からあらゆる業種の注目を集めた機械学習技術だが，デー

タ収集の困難さや，正解データ作成コストの問題から「夢の技術」ではないことが顕になり，幻滅期に

入りつつあるといわれている。本講義では，正解データに制限がある中であっても所望の精度を得る

技術として近年の機械学習分野において中心的な話題の１つとなっている「ドメイン適応」とその周辺

の話題について，その基本的な考え方から最新の研究動向までを解説する． 

第 23回 11 月 25 日（水） 13:00～14:30 同時双方向型＋録画 
深層学習による画像生成・変換とその応用 柳井 啓司 

（電気通信大学 情報理工学研究科・教授） 
深層学習は画像認識において圧倒的な性能を示したのみならず，本物の写真と見間違えるほどの

高品質な画像を出力する画像生成や変換を可能としている．本講義では，最新の画像生成・変換の

技術について解説し，我々の研究室で取り組んでいる主にラーメン画像を対象とした画像生成・変

換についてデモを交えて紹介する． 



【講義形態】 

・ 同時双方向型＋録画 

当日，講義時間帯に遠隔会議ソフトウェア Zoom でリアルタイムに講義を実施し，

講義中に随時質疑応答に対応する．また，録画映像を当日中にNUCTに掲載し，

履修生に 1 週間公開する予定である．接続情報は，前日正午までに NUCT に掲

載するので，それに基づいて接続すること． 
 

・ オンデマンド型 

前日正午までに NUCT に講義コンテンツを掲載するので，視聴すること． 
 

・ オンデマンド型＋質疑応答 

「オンデマンド型」に加えて，当日，講義時間帯に遠隔会議ソフトウェア Zoom で講

義コンテンツの補足や質疑応答に対応するので，それまでに視聴し，必要に応じ

て参加すること．接続情報は「同時双方向型＋録画」と同じである．なお，当日，開

始後 30 分以上接続する者がいない場合には，その時点で終了することがあるの

で，早めに接続すること． 
 

【質疑応答】 

いずれの講義形態についても，以下のグループコミュニケーションサービス Slack 上

の各回のチャネルで，原則として講義終了後 3 日間（当日を含む）は随時質問をす

ることができる．ただし，講師からの応答に時間を要することもあるので，注意すること． 
 
《Slack 招待用 URL》 
https://join.slack.com/t/2020b1/shared_invite/zt-
hl2jmulh-MLIMT6Q278IxcZ~wQQQqVg 

（有効期限：10 月 23 日…それ以降の URL は

NUCT に更新情報掲載予定） 
 

【履修に関する問合せ】 

小川泰弘（知能システム学専攻・准教授） 
yasuhiro@i.nagoya-u.ac.jp 

小田昌宏（知能システム学専攻・准教授） 
moda@mori.is.i.nagoya-u.ac.jp 

 
【講義内容・資料等に関する問合せ】 

第 17・19～23 回：村瀬・井手・出口・川西 
murase@i.nagoya-u.ac.jp 
ide@i.nagoya-u.ac.jp 
ddeguchi@nagoya-u.jp 
kawanishi@i.nagoya-u.ac.jp 

第 16・18 回：間瀬・榎堀 
mase@i.nagoya-u.ac.jp 
enokibori@i.nagoya-u.ac.jp 
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